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●市　木　イチョウ(イチョウ科)

熊本市(市木・市花・市島)一・一一-一・一一-- 1

発1ニりにあたって

地域と気象

基本構想/水と緑の人間環境都市を目指して・・

〝　/いきいきとした市民福祉都市を目指して

国際交流

市民参加のまちづくり

◎仕卯活軌をとおしてr生きがいを感じるま右づくり」

8　　流通・情報拠点

′′　/活力あふれる交流拠点都市を目指して・・-・-- 9　　雇用福祉

3　4　54　4　4

C O N T E N T S

熊　本　城

熊本城は、かつて大阪城、名古屋城

とともにわが国三名城に数えられた城

郭で、慶長12年(16D7)加藤清正が7

年の歳月をかけて、周囲9km、大天守、

小天守、櫓4g、櫓門相をもつ複雑かつ

壮大な城をつくった。

明治10年(1877)の西南の役に官軍

がたてこもり、西郷隆盛の軍に50余日

にわたって攻撃され、そのほとんどが

焼失し、昭和35年9月現在の大天守、

小天守が再建されたG

!′　/'風格ある文化創造都市を目指して・-

しあわせ実感くまもと

◎鐸康を実感できる「安全で健やかなまちづくり」

防　災

iii　¥>Ij

交通vv全

健康文化

保健医療

良好な環境づくり

緑と林

ごみ・し尿処理

生活

◎豊かな人間関係を保つr心のかようまちづくり」

"人が輝くまち,,

地域福祉

高齢者福

障害者福祉

児童・母子福祉

社会保障

;3K5xi冠

学校教育

学校施設

青少年の健全育成

創造的な人づくり

消費者行政

9　　観光・コンベンション

農林水産業
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公園緑地

上水道

下水道

市電・市バス

遠路・駐車場

基幹交通

市街地開発

◎美しいものに感動できる「豊かな感性を育むまちづくりJ

歴史文化

史跡・文化財

都市景観

市民文化

生活文化

行　政

熊本市のあゆみ

市民のくらし

熊本市案内図
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熊本市章

ひらがなの「く」の字を._,

図案化L,たもので、市民の

調和を茎とLj、たくまし<

発展する熊本市の姿を太い

再で示したものです。

遠海　.;,でふ^-^"照毎%-

二.二　二∴
一・

、A. -、T

一一・ ′　..　　..

lぐ

I J、t′」.-

一　、.<　　ヽ　√

、ニー■_ヽ'. 、

・t L.　-　J I

JL;.

∴-・i t,-*
<

-了・

m

矧

臨

jJL・;.

L・′　　　　　t

ZBIK

′-Il・一　塊,チ

・ ..-∴一
t-'*　-一・蝣*・　一　蝣　蝣

・　　　　-1-

t-　　　9 L=

堆~.lr
`‥ -: `二・、

-　°

j1- -、　も-′1.
L　　・ヘーu　''V-:!.、J J'

.蝣>　　　一蝣*蝣

Ill

L′

・　　、

I/,　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　ヽ 、

Llr h I -

'一　　　L

tt～lt

ヽh

ave

・T y

蝣'.:蝣>;-";どもー

.ヽヽ　~

mn葛h

+ヽ

熊本市民には熊本城が銀

否城といわれているように

なじみ深く、報償で樹齢が

長く、市街地の街路に多く

植栽され、独特な尖円錐形

の樹形をつくり春の緑陰、

秋の黄葉とその美しさでよ

く窯口られている。
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lN KU仙Å仙OTO

●市　花　肥後椿(ツバキ科)

摘眠D
IN KU仙Å仙OTO

●市　島　シジュウカラ(シジュウカラ科)

ヽ.I.

江戸時代から細川藩の庇

護を受け、藩士をはじめ寺

社地の豪族等の愛好者によ

って広められ改良を重ねて、

清雅枯淡の味わいある銘花

となったといわれている。

肥後椿の特色は薫色の花弁

が主流でよく整った一重咲

きで、中心に金糸銀糸のよ

うな色鮮やかな太い雄しべ

_.が梅芯のrように盛りあがる

ところにある。
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発刊にあたって
21世紀の鼓動が聞こえる中、時代

は大きく転換しつつあります。

このような中で、水と緑の豊かな

自然に恵まれ、優れた伝統と文化を

有する熊本市は今や人口66万人を超

え、人n規模においても中核市の中

で2番Elと、更に発展を続けており

131

私は、市政を運営するにあたり

「生まれて良かった、住んで良かっ

た」と実感できる熊本市の実現のた

めに、しあわせの4つの条件として、

健康を実感できる「安全で健やかな

まちづくり」、豊かな人間関係のあ

る「心のかようまちづくり」、仕事

や活動をとおして「生きがいを感じ

るまちづくり」、美しいものに感動

できる「豊かな感性を育むまちづく

り」を基本として各事業を展開して

まいりましたo

新しい時代の熊本づくりは、都市

の利便性や経済効率の追求もさるこ

とながら、家庭や地域のふれあい、

或いは文化や心のゆとりといった、

精神的な豊かさを重視する、そのよ

うな街を目指していかなければなら

ないと考えておりますo

現在、本市では新総合計画の策定

を進めておりますが、しあわせの4

つの条件を念頭に置きながら、まず、

具体的には、総合防災公園の建設に

向けた調査、熊本駅周辺地区の整備、

中心市街地の活性化や企業誘致を進

め、さらには「くまもとお城まつり」

を引き続き開催するほか、市民はも

とより全国から、御支援を得て熊本

城復元整備に着手しました。

このほか、開催を目前に控えた第

54回国民体育大会-の対応、さらに

は、市民の皆さんの理解と信頼にこ

たえ、より透明性の高い市政運営に

A頓ニ」^SS5=*r ^「汀~~三''一貫,I:デ帯芯-'WiJi一Pr芸こ1チ-SCosSTl而軸**>fisjr汀豆ijt頴革面前融漸

資する情報公開制度の確立などにも

取り組んでまいりましたo

今後は、 「人にやさしく、地球に

やさしい」を都前政策の基本理念と

して、市民の皆様が「しあわせを実

感できる熊本市」の実現に向けて、

全力を傾注してまいる所存です。

この「'99市勢要覧」が、未来に向

け大きく飛躍する熊本市の現状を御

理解いただくための一助となれば幸

いに存じます。

平成11年3月
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熊　本　市　歌

乗岡　正治作詞

烏飼　哲夫作曲

xli.1は=)あ　そ　　　は5　　　　　のそ

1.霊峰阿蘇を遥かに望み
.*-.T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-r

水白川の流れにう白いて

天下に二呂だたる古坂転の都

オつれらの都　大熊本こ而

'こきT)　　みCK)　　　　　　　　　　　　　　つエコ

2.常盤の緑　いらかを包み
うTu=

森の都と世に吉匝オつれて
、RGIKra

文運さかゆる平不ロの都

オつれらの都　大熊本市

tp,つし　　　いt-f0

3.商工立市の営みしげく
・J′'Ljごう　　　　　　　　　　<h

いま新興の光に満ちて

生気ぞあふるる文イ巳の都

オつれらの都　大熊本市

SEN遇　　UKHHt

4.輝く進王投の旗ひるかえし
. .蝣　　i.rハ

西日本の最中に立ちて

いざいざ築かむ理想の都

オつれらの都　大熊本而

-品位ある市民の誇りのために-

Bl都　市　宣　言
●「森の都」都市宣言に関する決議
●地下水保全都市宣言に関する決議

■健康都市宣言
囲平和都市宣言
鴨環境保全都市宣言

w
M
D
i
m
m 口

■地目別土地面積(平成10年哨1日現在)

■気温と降水量の月別変化(平成7年～平成9年平均)
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明治22年、市制施行当時48.725人(M.22.12.31現在)であった

本市の人口は、その後、数回にわたる市域の拡大や都市機能の集積

等に伴い増大し、昭和52年には50万人を越え、平成3年2月1日に

は、飽託郡4町と合併し、 627,568人(」24,21g世帯)となり′、岡山

市を抜いて全国で15位となりました。また、近年の入口増加は年率

i %前後で推移し、一世帯当たり人員は平成10年1月1日現在で、

2.61人となっています。

また、平成7年と2年の国勢調査を比べると、 P3.614人、 3.E

の増加で、昭和50年以降、増加数、伸び率ともに鈍化していますo

さらに年齢3区分別に構成比をみると、 0-14歳の年少人口が

17.2%、 15-64歳の生産年齢人口が68.9%、 65歳以上の老年人口が

13.8%となっており、平成2年より、年少人口の割合が2.1ポイン

ト低下したのに対し、老年人口が2.4ポイント上昇するなど、高齢

化がさらに進行しています。

また、人口の地域分布では、平成7年の国勢調査概数結果でみる

と、およそ東部に柑万8千人、北部に12万2千人、中央部に14万3

千人、南都に11万1千人、西部に7万5千人となっています。この

中で、中央部だけが人口の減少が続いています。

S
サ
サ
2

平成3　　4　　　　5　　　　6　　　　7 8　　　9　　10

資料二市統計諌

0 - 14歳　　　15-64歳　　　65歳以上

1 0　　20　　30　　40　　50　　60

(注)現市城組替 SMS.

なお、人口分布の偏りを示す人口重心は、 25年から一貫して東へ

寄り矧ナ、平成2年では、熊本高校運動場西側に移動し、平成7年

には開進高校西門から北へ150mの地点へ移動し今まで乗へ移動し

ていた人口重心が今回は旧飽託郡4町の編入により北西へ移動し、

向きを変えました。

都市圏人口

熊本都市圏の人口は、平成10年10月I E]現在784,820人(P97,248

世帯)で熊本県総人口の40.1%を占めており、人口増加率は、 0.6
%となっています。

都市圏人口は、昭和3D年国勢調査以降、 5年毎に熊本市は4万人

前後で増力旺′ていましたが、平成2年から平成7年までは約2万4

千人(3.8%)の増加となり、伸びが鈍化してきました。また、 10

町の人口は、昭和45年までは減少し、昭和50年に増加に転じ、 55年

にピ-クとなり、増加劉まeo.5%の大幅な増加となっていました。

昭和45年から平成7年までの25年間の都市圏人口の増加数は約21

万6千人となっています。現在、人口増加のピークは過ぎたものの

年平均3千人から4千人の増加を続けていますO

■流入人口の推移
(国勢調査)

(it!現市域姐祥

IL欄1　　　　　　　　　　　　　60　>f一成2年　7年

til-) fliili城拙作

0　　　1　　　2　　　3　　　4　　　　5　　　6　　　7

■年齢別人口構成(平成10年10月1日現在)
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全ての市民が幸せであると感じられる都市の実現を目指して

しあわせ実感くまもと
HAPPINESS KUMAMOTO

ノl&Utfr7?感で?o
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しあわせ実感くまもと
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